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第圏次籾料巽験テーマの第二次

選定結果について　（報告）

麟

昭和59年7月24日 （　一

　　宇宙開発委員会
第一次材料実験テーマ選定特別部会
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は じ　　め　　　に：

　第一次材料実験テーマ選定持別部会は、「第一次材料実験テ

hマ選定特別部会の設置について」（昭和54年12，月12日

宇宙開発委員会決定）に基づき、今回、第一次材料実験の実験

テーマの第二次選定について調査審議を行った。

　その結果、第一次材料実験の実験テーマとして34テーマを

選定したので報告する。
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1・実験テーマ（P選定経緯・

（1）宇宙空間は無重力等地上では得られない種々の環境特性

　を有しており、この特性を利用して、新たな知見の取得、

　「あるいは優れた特質を有する材料め製造等が可能となる。

　第一次材料実験は、こうした宇宙空間の特性を利用した材

　料実験等をガスペ一回シャ：トルを利用し、これに搭乗する

我が国科学技術野手によって実施するζとを目的とした

　プロジェクトであり、我が国の宇宙実験：の進展にとり極め

　て大きな意義を有する庵（ρで南る。

（2）一こρよう：な観点力疹、昭和54年6耳に取りまとめられ

　た「宇宙開発委員会第二部会報告書（その1）　一スペー

・スシャトルの利弔の雄進について「　」（以下「第二部会

報告書⊥とゆ・、）で砿・第一次材鞭験の実三一マの

　選定に当たっては・できるだけ多くの優秀なテーマを集め、

　駐階的に選定を行う馬とが琿崇で到る旨示された・、

（3）・て雌吟味昭和54坦明汽第一次欄琴脚実験

テーマの選定を行李め哨部会鐸置され鳥い

（4）当部会では、その後、各方面から実験候補テーマとして

　提案された103テーマを対象とし、第二部会報告書に示

　された次に掲げる第：一次選定基準（参考（3）参照）に従い、

一・ P一



第一次選定を行った結果、昭和55年2鳳有望と思われ

る62テー々を選定したげ

　〔第一次選定基準〕

　　○　宇宙実験の結果から大きな科学的Y技術的効果が期

　　　待されることbご

　qO　寅験テーマ提案者が地上に澄ける予備実験ボ宇宙実

　　嶺後の解析等を実施する技術的龍力を有すること・

　　　等

（5）第一次選定により選定された実験テーセについては・そ

　ゐ後、．予備実験理論解析等が進めら嘗てぎたところであ

　る5

　　また、昭和57年度かちは冨科学技術振興調整費を用い

「無動畿を利用した薪材料あ創製に関ずる研究」が行

　われている。

　　当部会でば、第一次選定後κ下おれたとれら辛備実験等

　の結集友ぴ科学疫術振興調整費を言いた関連門下の進展の

状況を踏出漁回渓鹸テ謁蠣二次齪をそお鳥

一2一
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2．第二次選定の方法とその結果

（1）当部会では、第一次選定により選定された62テーマ、

　及びこれに第一次選定後の関連研究の進展を考慮し、科学

　技術振興調整費の課題「無重力環境を利用した新材料の創

　製に関する研究」において実験が進められてきた12テー

　　マを加え・合計7・4テーマ〈第3表参照）の中から次のよ

　　うに実験テーマの第；次選定を行った6

　①第二部会報告書に示された次に掲げる第二次選定基準

　　　に従い選定を行った。

　　　〔第二次選定基準〕

　　　ア＼予備実験の結果、実験装置の開肇状況等から判断し

　　　　て、宇宙実験を実施し得る見通しが確実であり、かつ、

　　　実験成果が期待されること。

　　イ・宇宙実験に必要とされる試料及硲訳出した特殊実験：

　　　装置6仕様言取扱い翻心を指定す照日ま箪

：準・備できること。

ウ．宇宙実験の長期的展開を考慮した時、昏分野の発展

　にとって重要な第一歩となること等必要と考えられる

事項

上記ア～ウの第二次選定基準については、これを更に：
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　細分化して、選定基準細目（参考（4）参照）を定め、それ

　ぞれに照らして評価を行った。

②科学技術振興調整費に：よるユ2テーマについては・第

　二次選定基準及び第二次選定基準の双方k従い選定を行

　つた。

　な澄、選定に当たっては、1宇宙開発事業団が行った各テ

ーマに関する検討の結果を踏まえるとともにゼ宇宙実験に

対する広範囲の人々の関心と支持が得ら・れるよう可能な範

囲で多数の実験テーマを選定することに配慮した』

（2ジ当部会は∴以上忙より第土次選定を行い・その結果・第

　一次材料実験の実験テーゼとして第1・表に示す34テーマ

　を選定した。

　　な叙・第2表k籍二次選定テζ々み野割黒表を、参考（1）

鵬ご次選定デ》の膿を浸れそれ示す・

一4一
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第1表　第二次選定テーマー覧　／

　　1．材料分野

項　且　名 テーマ番号 テ　一　マ　名　　　」

テーマ提案者
使用する

ﾀ験装置

（1）．新材料創製

①　化合物半 MA－1 狭バンドギヤツプ三 日本電信電話公社 温度勾配型
導体材料の 元混晶半導体砂錫テ 研究開発本部長 電気炉
製造実験 ルル単結晶の無重力 城　水　元次郎

下における結晶成長

：MA－2 浮遊帯域溶融法によ 科学技術半金属材 イメージ炉
る化合物半導体結晶 料技術研究所長
の作製・ 中　川　龍　一

－u

MA－3・ 無重力下における 大阪大学基礎工学 連続加熱型
Si－As一①eアモルフア 部教授 電気炉
ス半導体¢）製造．・ 浜　川　圭　弘

MA－4 無重力環境下に澄け 光応用システム技 温度勾配型
る化合物半導体結晶 術研究組合技術部 電気炉
の作製（In（｝aAsの 長
研究） 佐久間　伸　夫

MA－5 無重力下に：澄ける帯 理化学研究所理事 イメージ炉
溶融法に：よるPbSn 長
T・大形単結晶の試作 宮　島　龍㌧興

②　無機材料 MA－6 非可視域用光学材料 　　　　　　ξﾊ商産業省工業技 音波浮遊炉、
の製造実験 の研究 術院大阪工業技術

∩ 試験所第一部長
／ 守　屋　喜　郎

MA－7 無重力下に：澄けるサ 科学技術庁無機材 イメージ炉
：マルスカイトめ合成 質研究所長

後　藤　　　優、

③　金属複合 MA－8 新超電導合金の煙弾 科学技術庁金扇材 連続加熱型
材料の製造 料技術研究所長 輩気炉
実験 中　川　龍L一

－

MA－9 粒子分散型合金め作凸

ｻ
科学技術斥金属材1料技術研究所長 筒温加圧型免

d気炉
中♂Jl卜龍　一
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項　目　名 テーマ番号 テ　一　マ　名 テーマ提案者
使用する

ﾀ験装置

MA－10 高剛性・超低密度炭9 東京工業大学名誉 連続加熱型

素繊維／アルミ合金 教授 電気炉

複合材料の製造研究 梅　川　荘　吉

④　有機高分
@子材料の製
@造実験

MA－11 無重力環境下におけ
髣L機金属結晶の成
ｷ．

通商産業省工業技
p院電子技術総合
､究所主任研究官
@安　西　弘　行・

有機結晶成，

ｷ実験装置

（2）地上の既存

生産技術の改
善及び向上

①　金属製造
@技術に関す
@る実験’

MA」12 複合脱酸した山塊中
ﾌ脱酸生成物の生成
@構’

科学技術庁金属材
ｿ技術研究所長
@中　川　龍　一

高温加圧型・

d気炉

MA二13 液相焼結機構の研究 東京大学工学部教 高温加圧型
授 電気炉

小　原　嗣　朗

MA－14 無重力下に戯ける気
葛熨ｮ凝結機構の研

名古屋大学理学部

u師
金属微粒子
ｶ成実験装

究 和　田　伸　彦 置

②　半導体材・料等製造技

艪ﾉ関ナる、

MA－15』
シllゴソ球結晶の或長とその表面酸化 東京大学工学部教

�@菅　野　卓．雄

球結晶成長．

ﾀ験装置

実験・　・

MA一ユ・6・ カラスの高温挙動 京榔大学工学部教 イメージ炉1

曽　我　直　弘國

、r「　　　‘

（3）将来の宇宙
1

製造への基盤
技術¢）確卓

　①無容器処
@　理等材料製

E．
ｱ碧鱗関

丁・MIA一1：7・　　セ・・

音波浮遊装置内での
o鉱の挙動と音波千
h回歴の研窄、　　　　　｝Σ　・

科学技術庁航空宇
?Z術研究所長
@武　田　　　峻
F

液滴紛ニピ1
�Dレ÷ショ1

梼ﾀ験装置，

P｝’■

@　　　／

MAニー1r8　　　　　、 塩度勾配及び超音波
闖嵓gのあ潅場に診「－一

：科学技術庁航空宇

?Z術研究所長一’

流体物理実験装置’・

ける泡の挙動の解明 武　田　　　峻

一6一

爾

麟

項　目　名 テーマ番号 テ　一　マ　名 ヌテニマ提案者
使用する
ﾀ験装置　、

MA－19 ’無重力下でめ材料製 石川島播磨重主業 流体物珪実．

」

造過程におけるマラ ㈱技術研究所応用 験装置
ソゴニ対流の研究 物理部長

瀬　崎　和　郎

②“ ㈲熕ｶ成 MA一・20 ．二種め溶融金属の相、 科学技術庁金属材 連続加熱型
機構に関す 互拡散紘び凝固隼 料技術研究所母．、 電気炉
る研究・ 成する合金’化合物「 中　川　龍　一

の組織と構造

MA－21： 一非混合合金系の凝固1 、東京工業大学工学 温度勾配型1
…・成長に関テる研究 部教授 電気炉

高　橋　恒夫

i㌦　、 MA－22 無重力条件下降け． 千葉工業大学金属． 連続加熱型
る共晶系合金の凝固 工学科教授、　　　　　　　　n 電気炉
に関する研究・ 大野焦美，1

@　　　　　，　F

一71一・

一
」
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2．ライフサイニ．ンス分野、

項　目　名 “テーマ番号 テ　一　マ　名 テーマ提案者
使用する

ﾀ験装置
圃”　隔■

（1）生体材料の
‘

分離及び調整
技術の向上

①・電気泳動 ．」工F－1． 生体成分の無重力下 大阪大学医学部助 電気泳動装日

法による生 での電気泳動法に‡， 手 置

旧成分の分 る分離条件め確認・ 黒　田　正’男

離実験

、L：F－2．、 ：フ，1一フ旦一電気泳 東京医科歯科大学 電気泳動装
動による綱胞の分離 難治疾患研究所助 置

山　口　登喜夫

②　生体材料 1・：F－3二　、 無重力を利用レた酵 京都大学食糧科学 酵素実験キ

の結晶成長 素の結晶成景 研究所教授 ット

。培養技術 森　田　雄1平
9に関する研

工1：F－4 哺乳類培養細胞の超 東京医科歯科大学 細胞実験キ
微構造と機能に及ぼ 歯学部教授 ット

す無重力の影響に関 佐　藤　温　重
する研究

（2）宇宙環境へ
の適応技術の
確立

①　宇宙環境 ：L：F－5 骨と軟骨の発生と成 昭和大学歯学部教 卵ラック及

（放射線・ 長に：及ぼす無重力の 授 び保温カバ

無重力）が 影響 須　田　立　雄i 一

生物に．与え

る影響に関
する研究

：LF－6 ：HZE澄よび宇宙放射 京都大学放射線生 放射線照射
線の遺伝的＝影響 物研究センター教 コンテナ、

授一 放射線量計
池　永　満　生

L：F－7 宇宙放射線め生物へ 宇宙開発事業団ス 放射線照射

の影響の検討と宇宙 ぺrスシャトル利 コンテナ、

飛行士の放射線防御 用推進室長 放射線量計
∫

対策の開発 松　本　一　夫

一8一

櫓じ
く

璽

醐

項　目　名 テーマ番号 テ　一　マ　名 テーマ提案者
！使用する

ﾀ験装置

：LF－8 アカパンカビを用い 東京大学理学部助 カビ成長箱
た概日性リズムの研 教授・

究： 三　好　泰　博

②　宇宙飛行 L：F－9 ｝搭乗者の内分泌系の， 名古屋大学環境医 採尿装置、
に澄ける入 反応及び代謝変化 学研究所教授 尿モニタη
問の適応性 松　井　信．夫 ングシステ
に関する研 ム

究

：L：F－10 無重力順応過程に：澄 名古屋大学名誉教 1前庭機能実
ける視一前庭性姿勢 授． 験装置：
・運動制御の研究． 御手洗己玄　洋

佃一喘L

：L：F－11
　　　　　　　，F宙空間における視．覚寮定性の研究 愛知学院大学文学

萩ｳ授、　．．
剰激信号制
苟葡u、身

．苧　阪　良，二 体機能測定
装置

：LF騨12 無重力環境でめ知覚 科学技術庁航空宇 刺激信号制
・一 ｮ作機能の薪究 宙技術研究所長 御装置i身
，r手動制御特性の研 武　田　　　峻 体機能測定

‘　，

究」：　　　　　　｝
、 装置
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第2表第二腿定テーマ旧記総表

　　　　提　案　機　関マ

ｪ　　』野
1大　学

国立研

?@関
その他 計

新　材　料　創　製 2 6 3r
テーマ

P1
材
㍉
　
　
　
　
料

底上の憎憎生産獅

ﾌ改善及び向上

4
1
，

0

テーマ

T

将来め宇宙製造への

魲ﾟ技御町
2 3 1

テーマ

U

（小．　＿計）ゴ

テ＝マ・

C
8

テーマ

P・0

テーマ

S
テーマ

Q2

生体材料の分離及び

ｲ製技術の向上
4 0 0

テーマ

S
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

宇宙環境への適応技

pの確立
6 1 1

テーマ

W

（小　　　計）

テーマ

P0’

テーマ

P

テーマ

P　・

テ・一マ

P2

計

テーマ

P8
，テーマ

P1
テーマ

T

テーマ．

R4　、

　簿三

士

第3表　第二次選定対象テーマ分野別総表

　　　提　案機関

ｪ一」野
大　学

国立研

?@関・
その他 計

新材料倉1製 5 13 　　，P2
9㌃マ

’材

E料’

地上の既存生産技術の改善及び向上

7 2∫ σ・
ろ一マ

将来の宇宙製造へ㊧基盤技術の確立・

3 8㌦ ．β
テーマ

P4

；（沙　　計）
テーマ

P5
テ＿マ点

Q3

》
＿
マ
1
5
　
　
「

、　テーマ

T3

生体材料の分離及び

ｲ搬術錦上
4㌔ i’ 　一P

、　テーマ

@6
ラ
，
．
イ
ご
シ
サ
ー
、
イ
ラ

講論命の櫛技 ＾・8尾 ユ㌃ 一：3こ テーマ

P2

玖∴《小一計γ、
テーマ

F12　　曽

、穿“

R

テ謁
S．

テーマ

G8・

　　ド　．∴

ｻ　　の　　他 0 1

’臥

e＿マ・㌃…こ
e＿々

@　　　2
｝響　なマ

計
テーマ

Q7
テーマ

Q6
テーマ

Q1
テーマ

V4
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3．総　合　意　見

　　当部会では、今回、第一次材料実験の実験テーマとして

　34テーマを選定したが、今後ド第一「次材料実験を推進する

　に当たり、以下め諸点に留意していくことが望ましい。

（・）齪され嫉験テーマの提案画幅要に応P瀾回す

　　る研究者嘱力を得つつ冷後更に轍を動宇蘇

　　験を実施することにより大きな成果が得られるよう努め

　　ること。

（2）宇宙開発事業団は・選定された実騎テニマの幌案者と緊

密な聯を保ち匁蘇群鳥長都的隙門門験を：
　　実施ぞきるよう、実駿置の：取撫手1頂の箭素化、実駒，

　　安全性死）確保等を図ること。

　　　また、将来の宇宙製造Q基盤技術Q確幸みた！6▽ス痙一

　　スシャトルに搭載された実験装置の機能の確認、評価を十

　分行うこと。

⑧　宇宙開発事業団は、今後、実験め手順等について、米国

断宙即AS．今！と＋分連絡をと鉱沸謹を

　　行うこと。’

一12一

㈱

穐鰐

参考（1）　第；次選定テーマの概要
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◎　無重力の効果例（概念図）

無重力　の効果

重力環境下（地上）㌃ 無重力環境下

重いものが沈ん

だり、軽いもの

が浮いたりする

ことがない。

三思糊鞭コ　　撃
藪
、
り

軽いものが浮ぐ

　一

無重力環境下での新材料創製（例）

㈱

鱒。一マogo■勧

均一・に：分散する

無

重

力

一熱対流がない。。…∵澱
　　　　b　や

●　■　●●　09●一》騨

物質を空間に：・

定置できる。
“” E至ら諺

冷たい
・舖熱め鵡〃

　　　、

重力環境下（地上）　無重力環境下

　
，
n
翠

重
力
の
方
向

比重差のため
　分散しない

セラミックス

繊維
（軽い）

耐熱合金
（重い）

↓

・均一に

　分散する

［
∬
㊥
！

重
力
の
方
向

畿鱗避体の醜
（気体も同様）

ルツぐ

．rr114．¶一

……・・一

　　　　ルッボがなぐて
　　　　　も保持できる

8
．

、
、
．
壷
灘

緊
讐
ゆ
填

　
　
i
Ψ
）

　
　
　
　
流

　
　
　
　
対

　
ダ
ー
、
、
熱

　
　
　
　
（

り’遡
ノ分離困難

蛍
織
脚

嫌
つ
爾
h
H
玩

θ㊦

重
力
の
方
向

　　　　　　　3・3．・・鴨∴●！’

ルツボからの
　不純物め混入

セラミックス繊維強化

耐熱複合材

耳

三
㌔

㊦
軸
駄

θ

亀
5

一” R↓’

優れた
エンジン材料

電気泳動法による

細胞の分離

分離可能

医薬品等

高純度の
　ものが可能，

一15一

高純度赤外線

　　　透過ガラス

優れた光学材料

ロヨ
㌧

4
口



〔第二次選定テーマ概念図〕 金属製造技術に関する実験

複合脱酸、液相焼結及び

・金属微粒子生成メカニズム

3テーマ（テーマ番号：MA－12」314）

／／濯

無容器処理等材料製造技術

（応用）製鋼技術

　　　超硬合金製造法
　　　金属微粒子製造法

に関する研究

浮遊液滴・泡の挙動
マランゴニ対流・

の

3テーマ（テーマ番号：MA－17，18，19），

（応用）超高純度物質製造法

　　　高品質単結晶製造法

電気泳動法による

半導体材料等製造技術

に関する実験

／’πへ＼
／

化合物半導体材料の製造実験

生体成分の秀離実験．

高品質大型単結晶
’均質アモルファス材料

合金生成機構

球状単結晶

ガラスの高温挙動

に関する研究

溶融金属の相互拡散
非混合回合金の凝固成長

3テーマ（テーマ番号．MA－20，21，22）

血清蛋白質・生体細胞の分離精製

2テーマ（テーマ番号：LF。12）

5テーマ（テーマ番号：MA－123，4，5）

（用途）超しSI基板用高品質単結晶

　　　高感度レーザー素子
　　　大面積画像処理庭回センサー

（応用）ホルモン・ワクチン・制ガン三等

　　　の医薬品

生体材料の結晶成長・

培養技術に関する研究
2テーマ（テーマ番号．MA－15，16）

め

（応用）超しS1基板用単結晶の製造

　　新ガラス材料の開発

有機高分子材料の製造実験

（応用）結晶制御合金製造法

　　　新種の合金材料開発

無機材料の製造実験

赤外ガラス

多元系鉱物の人工結晶

2テーマ（テーマ番号：MA－6，7）

（用途）低損失光通信用フナイバー

　　　水素発生用電極材，．

有機金属結晶

1テーマ（テーマ番号．MA－11）

（用途）有機電子材料

　　　各種センサー素材

新材料創製

の

日テーマ

匠ヨ］・
　　　　　固

’酵素結晶の成長、細胞培養

2テーマ（テーマ番号’LF－3，4）

（応用）人工酵素の合成法、細胞大量培養法

　　　バイオリアクター技術

宇宙環境く放射線・無重力）が生物に

　ノノロ

／　金属複合材料の製造実験

繊維分散型超電導合金

粒子分散型合金
炭素繊維強化金属

3テーマ（テーマ番号：MA－8，9」0）

（用途）高臨界磁界超電導線材

　　　ガスタービン三三耐熱合金
　　　航空機用金属複合材料

r

（材料）

22テーマ

（ライフサイエンス）

与える影響に関ずる研究

12テーマ

骨組織の成長・代謝への影響

宇宙放射線の遣伝的影響
生物の日周期生活リズムへの影響

4テーマ（テーマ番号：LF－5，6，7，8）

（応用）長期有人宇宙活動のための健康管理対策

　　　植物栽培技術の向上、

宇宙飛行における
人間の適応性に関する研究

第一次材料実験
　　（FMP丁）

　　34テーマ

宇宙飛行士の内分泌・代謝系の変イピ

前庭機能、視覚安定性
手動制御特性

4テーマ（テーマ番号：LF9，10」1，12）

（応用）宇宙酔防止対策

　　　宇宙飛行士の健康・安全対策・
　　　有人宇宙船の設計、．
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L亨

鶏献

MA－1
　狭バンドギ々ップ三元混晶半導体・・鉛錫テきルル

単結晶の無重力下における結晶成長一一

〔目的〕離能赫、紐ン㌃槻ζし蛎用岬待紳る錯鋤7・レ
　　　　　ノ唯合物半導体の平め非常に少奪蝉結畢作製する・

〔実験概要〕㌧無：重力下に温いて鉛・錫・、テル々結晶を温度勾配型電気炉を用い

　　　　　て溶融し、一方向凝固法＊により均一かつ、欠陥の少ない高品質：

　　　　　単結晶を作製する。，．　　　し　　ド　　　　．　P

　　　　　　　＊叢沖騨せ結晶即ζ轡晶を成長さ

　　　　　　　　　　＼撰　⇒

　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　／欠’己∵
　　　　　　　　　　　　陥　：・．．

　　〔地上の重力下：〕ゴ、、　／l　　　　l宇宙の無重力下〕、、

　　　三三雛あ舞難糠　　㍊冠鶴差湯窒置あ

噸騨嘩年レ轡∵・．3聖典響鱒鰯∵

馳上の・現槻妬ザ両軸裏罫ζレμ堺榊噸轡歩留ま
　　り・信頼餉上品と，なつやるρ

〔期待される成果〕

　　ぐ科学疲術的う…高品質結晶の育成ご結晶引照莞生メカ』女広め解明！

　　（三二納ゲ離能赤雪ゼシザ材料瓦移鼠広糊の髄への・

　　　　　　　　　　実用化芦　　　　　　　｝鋸ひ＼，

〔三河章〕温度郷響憎憎＼、歪ビ航・．・賦．，∵
〔テーマ提案者ヲ　日本電信電話公社’砕究開発本部長　　』城　水　元次郎
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MA－2
浮遊帯域溶融法による化合物半導体結晶の作製

〔目　　的〕　無重力下において浮遊帯域溶融法により、大理で高品質な化合物

　　　　　半導体単結晶の育成が可能なことを実証する。．．

〔実騨要〕密度が大き強面張力が小さいたあ、地上では髄帯域溶融灘

　　　　　　よる実型単結島の作製が困難なイシジウ・ム・・アンチモン化合物半導

　　　　　体の大型単結晶を無重力下で、浮遊帯：域溶融法により作製する』

溶
融
ゾ
ー
ン

δ
（単結晶）

／タ　⇒棊
，

　　レ
（原料）∫

　　　〔地上の重力下〕ご『．詠・・

　　　重力の影響のため、密度が

　　　大きく、表面張力が小さい
　　　材料の溶融ゾーンは安定性

　　　が悪く∴直径の大きい単結
　　　・晶が得られない6二い

〔地上の現状〕

〔宇宙の無重力下〕二．．、

重力がないため、溶融ゾー

　ンの安定化条件がゆるやか

　となり、表面張力の小さい・

低融点材料でも大型単結晶

が得られる。． 　三♂

　　　　　　イ沙ウ恥アンチモンに紅焔を拡散誕た読素化合物

鷹匠論理鱒三三半弓材料と唇㌍と見られて吻ミ・噸の
・比重差1どより夫直径ゼ高畠質単結晶が得られなレ・ため1実用隼されていない・

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）（浮遊帯球港融！却ζ雰る木翠単綜皐ρ索隠

　　（総済泊勺）・無離婁に溺る耀難晶畢獅9実証

〔使用装置〕　イメージ炉

〔㌃マ七十〕科学技術庁金属二二術研究蔽中川龍一

一20一

醜

幽

MA－3
　i無重力下におけるS・i－As－Teアモルブァス＊

半導体の製造

〔目　　的〕　高効率の光電変換素子、や光メモリー素子など応用範囲の広いすぐ

　　　　　れた材料であ’るS「1一今s－TeCシリコン・ひ素・テルル）アモ

　　　　　ルファス半導体を作製する。

〔実験概要〕　無重力下に謡いて比重の異なる3種の元素からなる完全性の高い

　　　　　アモルファ久組織をつ，くる。

　　　　　　　　＊　原子がきちんと整列した結晶状態ではなく不規則につまつ

　　　　　　　　た固体、、

⇒∫．

　　　○総醗　　　　　　　　　○㊧魑
　　　テルル　ひ素シリコン　・　　ジ、ゴ・∫』ざ’∵．．　テノレノヒ∵ひ素シリコン
　上ヒ重　6．3　　　5．7　・　24

　　　　　〔地．上の重力下〕　　　　　　　　　　　〔宇宙の無重力下〕

　・此三差のため溶融釈態で成分が．＝、、一＿成分の均一分布が保たれ、完全

　　分離レやすく・・不均質なアモル、、　　　性の高喚アモノヒフアス組織をも

　　フプスしカ・得られず、性能が劣　　　　　つ高性能材料が得られる。

　　るため実用化していないザー　　　　．一　　一㌧一∫　な、1、、　一一．．

馳上の現状〕多成分系帳面のアモ・レファ畔導体は世難命不馨と

　　的やすく・雑価電子脚！硝柳添難孕P型ま揖理に力目工す

艦蔀野程の頗の柳できな吟鰐用化の範騰磁
〔期待さ液る成果〕聖，唱

　　（科学技術的）　完全性の高いアモルファス組織め育成及びそ⑱基礎物性の

　　　　　　　　　　解明並びに応用

　　’（経1済∴的）　オプト土kクゆRrクネ材料、、一高効率太陽電緯ジ

〔使用装置〕　連続加熱型電気炉

〔テーマ提案者〕　大阪大学基礎工学部教授　　浜．川α幸Z弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　一24y一
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MA－4
無重力環境下にお．ける化合物半導体結晶の作製

　　　　（IDGaAsの研究）

〔・目－ @的〕・光電変換機能を有する電子デバイス材料として有望なInGaAs

　　　　　　（インジウム・Tガリウム・ひ素）イ』合物半導体の高品質単結晶を作

　　　　　製する。

〔実験概要〕、無重力下において一方向凝固法により、結晶方位のそろったイン

　　　　　　ジウム・ガリウム・ひ素の高品質単結晶を作製する。

（高温部） 温度勾配

⇔電気炉纐　／
温
度

原料 品液

＼単結話、

　〈低温部）

炉の長手方向の距離’

〔炉の温度分布〕

　　　　　　　　　〔宇宙の無重力下〕
　　　　　　　　　　重力の影響がなくなるので、欠陥の

　　　　　　　　　　非常に少ない完全性の高い単結晶を

　　　　　　　　　　成長させることができる。

〔地上の現状〕地キ加力下では・成分元雫ゆ上沼噸溶融状態で成分

　’必ミみ雌しゃすぐ三三組成をもつインジウみ．，しが1忌み乳研幸享声系化合物

　　　　　　　　　物性の解明

　　（経済的）超高麓子蔚用高顧単綿高蔽ゾザ「難翠
　　　．．、；㌦　　・，1索子材料1、、．

〔使用装置〕　温度勾配型電気炉　　曳三雲1巨

〔テーマ一切；∴輝シ虚技術研究雛糊早ヨ騨陣、奔

　　　　　　　　　　　　　　　　一22一

㈹

鞠
ピ
・

MA－5
　無重力下における帯溶融法によるPbSnTe大形
単結晶の試作

〔目一　・的〕　大面積赤外線イメージセンサー材料として有望なPb・Sn・Te

　　　　　　（鉛・スズ・テルンレ〉花合物品導体の大形．単結晶を作製する。．

〔実験概要〕　無重力下に論いて均質組成をもつ、鉛・スズ・テルルの大形単結晶

　　　　　をイメージ炉を用い、帯溶融法により容器を使わずに作製する。

Q
Q
O
O
△
面
　
齢

蟻
帖
薗
誰
講

（原料）

　　　　、⇒
6テ・レル（三三3）

ムスズ（73），

爾鉛（i1．3）

　　　　　〔地上の重力下〕　　　　　　　〔宇宙の無重力下〕

　　　　　　比重差のため溶融状態　　．、比重差があっても、溶

　　　　　　で、成分へ分離しやす　　　　　融状態で、成分の均一

　　　　　　い。　　　』　　　　　　　舳な分布を保つことがで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・きる。

・〔地上の現状〕　均質な鉛・スズ・テルルの弓形単結晶が育成できないため、光

潭麟素子ζ9て襯模二三1こ騒離靴を図うζと旧き塗矯・

、、
ﾄ期待される成果ユ

　　て科学技術約）　均質な：成分組成の分布をも．？大形単結晶φ育成（木規模集

　　　　　　　　　積光電変換素子化が可能）

　　〈経　済P的）’大面積赤外線イメ・ごジセシサー材料としセ冠多量，広範囲

　　　　　　　　　め用途べ実用花6

r使用装置！、4メヅ糎浩」1二1∫1と、
・〔元一7四季者哲理些学研三所琿事長’　宮　島　龍㌔P興』

　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
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MA－6 非可視域用光学材料の研究

〔目　　的〕　高純度、高透過率の赤外ガラスを作製する。

〔実験概要〕　ガラ：ス原料を容器を使わずに乾燥した不活性雰囲気中で・音波に

　　　　　　より浮遊させて溶融し、三舞どの接触による汚染を防いで・高純度

　　　　　　の赤外透過ガラスを作製する。、

綴三

’イ・ロゲンランプ

音波浮遊炉

試料

　◎◎◎
◎◎

　　　　　　　ヨ　　　　ロノ◎◎◎含

冷却水パイプー・

　　　イメージ炉
◎◎◎

◎◎◎

一一 s活性ガス

〔地上の重力下〕

ルツボと試料の反応による汚染

／

スピーカー

〔宇宙の無重力下〕

容器を使用しないのでルツボと

試料の反応による汚染がない。

雌上戯状ゴ地上三三透遍ガラスを裏造ナる場合は容駄よる汚染偲

　けられず、組成上の制約より躍高透過率が低くなり、光フブそバ・として光通

　信に実硝でぎるものが得られていない。ヒー一

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）、非接触加熱溶融技術に？いての基礎デ・一門

　　（経　済　的）　赤品品における高透運率二恩信用拳学材料

て使用装躍〕
．〔テーマ程二者〕

音波浮遊炉

騨業省手業技聯㌦茎鞭懸屋喜郎、

一24一

㈹

爾

MA－7 無重力下におけ尋サマルスカイトの合成

〔且　　的〕　有用な物性や特性が備わっている可能性の大きいサマルスカイト＊

　　　　　の単結晶試料を、作製する。「

〔実験概要〕　無重力下で㍉比重差の大きいウラrウム、ニオブ、チタン等のβ

　　　　　種類の酸化物からなる試料を浮遊帯域溶融i却こより、一イメージ炉で

　　　　　結晶成長させ、サマルスカイトの単結晶試料を作製する。

　　　　　　　　＊　ウラニウム、ニオブ、チタン等を含む複雑な化合物。構成

　　　　　　　　元素中②ウラニ．ウム参ら即せられる放射線により崩壊し、現

　　　　　　　　存しないため正確な組成・構造・性質が不明である。

』。

p
∴

○
《
♂
も
“、・ク4

σ○○
ム燭○ム》

Ol塾、“

4　も4
燭ム　．

焼結原料

＝＞
OTio2
0　Nb　205

A　UO2

　　ロじコ　ヒ

ム○魂
　o，
・1含q1

偏析・○’

○魂⊂7

亀（鬼
∠イレ浮遊帯

O
夢
○

0
0
ム

A
O
悪

単結晶

　　　　　　〔地上の重力下〕　、　　　　・〔宇宙の無重力下〕▽、．

　　　地上の重力下で溶融すると　　　均一混合・．成型した多結晶
　　　比重差のため原料が成分に∴∴：・・粉末試料棒を使えば、多成．

　　　今離し・三章な単結寒参得　．、、一分系ρ）化合物でも溶融状聾

　　　　られない。　　　　　　　　　　に澄熔て均＝な化学反応が一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　可能である。．・　　．ピ．、弾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8牝
〔地上の現状〕　サマルスカイトの正確な元素組成や構造が解明できで澄らず竃

　1また重力下では合成が極めて困難なためその物性・特性に関す「るデ｝タは無

　　く、実用化が図れていない。

〔期待される成果〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　のロペリ　ヒ　　　サ
　　（君学技術的）　サマルスカイトの物性！ウ解明

〔使（

〔テーマ提案者〕『科学技術庁無機材賃研究所長　　後　瞬　　　優．

　　　　　　　　　　　　　　　　一25一

d　
　
醤

　
　
　
目
窪

　
　
　
　
　
擁
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥

冒
■
馴
目

　
　
■
．



一　
し
レ

　
　
ヒ
レ

　
　
　
L

　
　
　
　
「
絹

　
　
　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵜
…
尊

MA－8 新超電導合金の恐恐

〔目　　的〕　可擁性に富む繊維分散型超電導線材として有望なアルミニウム・

　　　　　　鉛・ビスマス合金を作製する。

〔実験腰〕纏一下に紳て、比重差の大きい金属を鰍状態で撹襯合し・

　　　　　　新種の均質な超電導合金のインゴット（鋳塊）を作成する。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
二
相

9
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o
②
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0
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●
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〔地上の重力下〕

比重の違う合金や金属を溶融

状態で羅拝混合しても、すぐ

　に成分に分離してしましへ均

質な合金化が難しい。

ミクロにも

頒

翻

〔宇宙の無重力下〕

比重差がある合金や金属の間

でも、溶融状態で撹拝混合す

　ると、均質な合金を作ること

ができる。

〔地上の現状〕上記の合金は成分元素間の比重差のため超電導合金の素材に

　不均覗があり、写し硬くてもろい材質となるので・線引き加工緋常に

　　困難であり、また超電導特性も低く、用途が限られている。

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）超講素線を均一に含む高い臨界磁界特性をもつ超電導

　　　　　　　　　磁石線材が得られる。　　　　　　　　　・　　　　　・

　　（経　済　的）　超電導磁石の実用化、エネルギー貯蔵

〔使用装置〕　連続加熱型電気炉

〔テーマ提案者〕科学技術庁金属材料技鯛究所長三川龍一

一26一

驚鐸
－

MA－9 粒子分散型合金の作製

〔目　　的〕　セラミックス粒子を均一に分散させたボイド（空回）のない、超

　　　　　耐熱合金を作製する。

〔実験概要〕　対流がなく比重差による沈降、浮上のない無重力下でニッケル合

　　　　　金中にアルミナ、イットリア、チタンカーバイドなどのセラミック

　　　　　ス粒子を混合し、加圧状態で溶融・冷却を行うことにより、ボイド

　　　　　がなく、セラミックス粒子が均一に分散した超耐熱合金を作製する。
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強化相粒子（セラミックス粒子）

記
蒲

q
P
＝
”

O
O
O

⇒〉

　　　　ヒータ

’　　〔地上の重力下〕

　　　合金融液と強化粒子との比
　　　重差により粒子に浮力が働
　　　　いたり、対流のため粒子の
　　　　均し分散ができない。

〔地上の現状〕

　　図ることができない。

〔期待される成果〕、＿、

　　（科学技術的）

　　（経　済　的）

〔使用装置〕　高温加圧型電気炉
〔テーマ提案者〕

O
O
O
O

』．

攣滅○凶相
モ三・シ｝20

・P嵐○

ボイドが押しつぶされる。

〔宇宙の無重力下〕

比重差があうても、合金融

液中に粒子を均一分散でき
る。　　　　　　　　・外

耐熱合金の使用温度が高められないため、熱機関の高効率化を

粒子分散化による合金の高温強度の増加

超耐熱合金の使用による熱機関の高効率化

科学技術庁金属材料技術研究所長　　中　川　龍　一

　　　　　　　　一27一
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MA一一10
　高剛性・超低密度炭素繊維／アルミ合金複合材料

の製造研究

〔目　　的〕　炭素繊維同士が、アルミニウム合金により立体的に絡み合って接

　　　　　合した超軽量で高剛性な複合材糖難ずる・

〔実験概要〕　ア〉レミニウム合金で被覆した炭素繊維を無重力下で・アルミニウ

　　　　　　ム合金唖溶融個＠刃嚇雛同‡を立体的に接合し趨

　　　　　　軽量で高剛性な複合材料を禦尽する。

o

　　　趣

　　　〔地上の重力下〕マ

　　　炭素繊維が積み重なりやすく’

　　　　しかも、．合金紀要が滴状とな

　　　って分離するため、十今塗接
　　　合強度が得られない。、

〔地上の現状〕

〔宇宙の無重力下．〕一．

炭素繊維同士が合金に．5って

十分に接合された立体的な構

造をもつ繊維肇化材糧が得學

れる9た

　　　　　　　繊馴化金華は超軽量で妙ト三吟均「騰に1よって座屈

　強度の高い構造材料として有望であるが、金属中今g）強化緯維の均一分散は

一世では騨ズ困難たゆ・欄弓牟卿ミ珂無論聯に到っでい、奪％

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）暉量高彫翠M、（縮輝雌属聯材料ゆ継

　　（経済．ゆ艦4宙用高高ヒ三章lr・二二卯猷
〔使用装置〕連続加羅電気炉、L、．、旨．・沼乞．弓，

〔テ「マ提案者⊇　東京工業大学名誉教授、泡梅、、州．「蔑吉・．

一28一．

㈱

　
㈹

MA－11 無重力環境下における有機金属結晶の成長

〔目　　的〕　新しい電子機能材料として期待されている有機金属の大型、高品

　　　　　質の単結晶を作製する。

〔実験概要〕　無重力下において、溶媒中にドナー＊・とアクセプター＊＊を拡散す

　　　　　ることによって大型、高品：質の有機金属単結晶を成長させ、その成

　　　　　長過程を観察する。

　　　　　　　　＊　溶液状態で電子を放出して自ら（＋）に帯電する有機化合

　　　　　　　　．物　　　　　　　　　、

　　　　　　　率＊．擦液状態で電子を受取り自ら（一）に帯電する有機化合物

ドナー　　5

n液．
溶媒 　アクセ

y　　プター@
溶
　
液
、

’

　　　　　　　　　　　』透過膜　　　　　　・　、　’　、ご’．　成長レ斥有機金属結晶

　　　　　　　　〔無重力下〕
　　　　対流や沈降・浮上がない状態で、

　　　　比重差の承る二種難の有機溶液を．．

　　　』一様た拡散し、反応させ良質な
　　　　層状構造をもつ有機金属結晶を成一，

　　　長させることができる。

〔地上の現状〕対流や沈降の存在によ，娘質な大型単結晶の成長梱難なため、

　有機金属結晶め育成条件や特異な電導性、とくに有機超電導性の下生機構な

　』どが解明され℃おらずぐ新材料とし七の有機金虜の実用化が進んでいない。

〔期待される成果〕

　　（科学獅的）有機鋸綿の生際病身蘭騨ゆメ：カー描の解
　　　　　　　　明．

　　（経　済　的）　新種の電子機能材料の二二＼

〔使用装置〕　有機結晶成長実験装置、，・．．r畠・、

〔テーマ提案者〕　通商産業省工業技術院電子技術総合研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任研究官安西弘行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　一29一　　　　　　　　　　　　　、
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MA－12
複合脱酸した鋼塊中の脱酸生成物め生成機構

〔目　　的〕　・鋼材め品質向上を図るため、照照脱酸による脱酸生成物の生成機

　　　　　構を解明する。
〔実験概要〕　無重力下では、脱酸生成物が浮上しないこどを利用して・溶鉄中

　　　　　　に脱酸剤としてアルミニウム、シツコン・マシガン及びこれらから

　　　　　　なる合金を添加して、生成物の性状等の基礎デごタを取得する。

脱酸生成物

…
●
r
～
・
．
鉄

u
i
∴
．
溶

7
・
　
．

〔地上死）重力下〕

此重差のため聯酸生成物が

、引鉄中で浮上してしまい、

『その生成メカニズムが解明

できない。

脱酸生成物

営i善1∴
∴｛∴兜乳∴’
．∵・溶鉄の．●

1〔宇宙の無重力下〕

　淳力が働かないので溶鉄中

　の脱酸生成物は生成した位

　置に留まり、生成メカニズ

　ムの解明に役立つ。

〔地上の現状〕　脱酸生成物の生成湯治が忌明塗斥嵐イ≧ゴツト中の脱酸生成

　二等の状態をコントロールすることが困難セぐ鋼材の品質向上を図る上で障

　害となっている6

〔騨され砥果）‘’、　　　　　．一、
∫（科学獅的）・腰蛾⑳潮懸の鱒弩の囎及びそ噸メ

　　　　　　　　　カ三ズムの解朋。

　　げ（経口済的）用製鋼技術の改善噛

〔使用装置〕　高温加圧型軍無記．

〔テーマ提案者〕　科学技衛庁金属材料技術研究所長1。中　川’龍1一’

一30一

⑱

MA－13 液相、焼、結機構の研究

〔目　　的〕　液相焼結＊機構を解明する。・’　♂　一

〔実験概要〕勲功下に趣て綿テ・ツグル中に分散させた球状のタシグステ

　　　　　、ン甲相粒子を残長させ㌧その基嘩的デ「タを取得する。一

　　　　　　　　＊、、粉末金恥ゆ齢旧き恥する際・初一綱を溶か

　　　　　　　　　し液相とし、冷却固化して緻密な組織を作ること。

液相

誰。δ9。領．謝8

8∂・噛窟露悪

・　　　　　‘’⊂），’

三三成灘綿断
球形成長した固相

上露顯躍属中一ジ　誌室綿繰享が
　　の固相粒子は沈降あるい　　　　　　　　ゴ’一様に均一分散して、球

　　は浮上レてしまい・均一　　一一　・。…　状に成長できるので、理、1

灘鑛鱗蒲一一三諦1騨力肇ζ崎
　　に困難である。

〔地上の現状〕　液相焼結は、重力の影響により複雑な過程どなるだゐ乱子分な

　　・実験的解明がなされ七澄ちず」一液相焼結法の適用範囲も恨られ二七いるb

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）・液相焼結機構②解明川、．耐

　　（経済的）超硬合金や金属砂煙撫ρ癖男．

喉用装置λ脚力1理電気炉じ．…．一、
〔テーマ提案者〕　．東京大学工学部教授　　’小　原㍗嗣　朗．　　　一

一31一
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MA－14
無重力下における気相金属凝結機構の研究

〔目　　的〕　希ガス中で金属を蒸発・拡散させ微粒子を生成する方法について

　　　　　その気相状態からの金属の凝結機構を解明する。

〔実験概要〕・対緬な撫重力下で、銀、：鉄、亜鉛などの金属をヘリウム等の

　　　　　　希ガス中で蒸発拡散させ雛子を生成し、その生成過程を記録す

る。

くB◎・

◎．91φ

olぼ）σ

不均一微粒子・

○臼 ﾐ　　○

＝一
一
曜

σ
σ
b

　
　
O

O
O

　
O

O

rミクロン

以下

　（地上の重力下〕

対流によって蒸発過程が
かき乱されるめで、微粒

子生成機構が解明できな
い。

均十御粒子

　　　〔宇宙の無重力下〕

ガス蒸発時の重力対流を取り除き、

蒸発物質の拡散及び凝結の過程め解

明により均質な微粒子を収率旧く生

成する方法が得詰れる。

〔地≠咽槻・脚こよって蒸発ガスの流れがかき馨樋ので微粒子生成

　と）過桂参複雑となり解明されていないため、量産化技徳と二しで改善したり・

　製品の低コス．ト化が図られていない。

〔朝待される成果〕

　　、（。科学技術的．）．気相金属の凝結機構の解明及び粒径のそろった微粒子生成

　　　　　　　　　条件の解明　，

　　（経　済　的）　微粒子の高温焼結体、’電子材料等ぺの応用㌦

〔使用装　置〕　金慮微粒子生成実験装置mρ

〔テーマ提案者〕名古駄学理学鰯師，．和㌃由1・伸’彦賦

一32一

㈹

MA－15 シリコン球結晶の成長とその表面酸化

〔目　　的〕　シリコン単結晶の結晶成長プロセスや三次元的物性等を解明する。

〔実験概要〕　無重力下で四二的なシリコン球結晶を成長させ、その成長機構を

　　　　　調べ又・地上帰還後や結晶表面を酸化させ、酸化層の特性の面方向

　　　　　依存性を調べる。

試料シリコン
（重力にて肇形．）

〔地上の重力下〕

重力が存在するため等方的に

成長させたシリコンの球状単

結晶を得ることができない。な

⇒

球状ヒータ

反射板

試料容器・
試料シリコン
　（球状）

〔宇宙の無重力下〕

　自然対流や静圧がなく、また、

球対称温度分布のため、マラ

　ンゴニ対流の影響なしに、、理∫

ご響単結吊嚇欄r

〔地上の現状〕綱流弊在するため理想的な平三態で端載長・・不1屯

　　物偏析・焔の難躍が三三へ払リ㌣三体概願鞭結晶製
　　造技術の改善を図ることができないd

〔期待される成果〕

　　（科学鋪的）シリコン単編の成長機観三翫的物嵌翻ザコジ

　　　　　　　　　ご酸化ジリコシ界面準位・め面方向依存性の躰萌提∫

　　（経　済　的）　シリコン超しSI技術の発展

〔使用装置〕　球結晶成長実験：装置

〔テーマ提案者工東京大学工学部　教授　菅　野　卓　雄
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MA－16 ガラ入の高・温1挙動

〔目　・的〕　ガラス製造技術の向上に必要な軟化及び溶融状態に澄けるガラス

　　　　　　の体積や密度の温度変化のデータを得るか

て実験概要〕　無重力下ではも．液体が表面張力によって球形に保たれることを利

　　　　　　濡し漱化及び溶融状態の珪酸齢ラス試料の球の直径を測定する・

＿．

　　　羨き

無重力下での試料

T
和
［

　地上実験での，試料ρ

糠緬諭ラン．

試料投入口幽

〔地上回状〕溶融及♂軟化状態のガラスの南頭体積・甑樋管下では得

ると嚇細轍ぬ藤的なガラス構造口開が不足して紘

磯億膿匹鱒轡町恰魍．
痢轍鮒）：w講部節岸ボ岬㌔．

　　（経　済　的）　新ガテス素材の開発5

嘩即詰置乱〕話メ「ジ炉．㌧、

〔テーマ提案者〕論証群論品品・∵三二二二

一34一

上

繭

MA〕17

．〔目・

歴湿田装置内での騨獣脚参膜

（実験概要〕

的〕一無重力下での材料の浮遊処理技術の確立のために、音波浮遊装置

　　内での液滴の挙動を解明する。　　　、，ゴ・

　　、液滴マニピゴレ㍗ショ、／実験装置を用い≦：回忌を無重力空間に浮

　　遊させ、三三の形状と音場の関係を調べるd．’：，．，．

ランプ
試料セル’

t滴唱　ド　　　圏　r　・　　　　　　　　　　　　h　　　　’　　「、　．

X

噴’
ﾋ；’装h

D置・

8、・i

、

Zヤ・

ン　　　　制御装置

音響変換器（ズピーガー）』

　　〔地上の動下〕　…　’1〔宇宙雲動下〕
　　　’舳空間での五三の挙動ζ匠．．＿．1自雌問㊥液滴の挙動が
　　　　観測が困難。　　　　　　1　　、　　　観測できる。
　　　・直径の大きな液滴を浮遊ざ11　．ヒ∴IL！．直往Q空きな液滴を浮遊さ

　　　　せることができない・．　r，せることができる・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・複雑な振動モード、液滴形
・喧…：1．：い．1凶　圃・＿．▽ロ㌦賦♂、’：，∴』、ヨ状を形成できる。．

・1〔地上の現状）へ宇宙での材料浮遊処理技術開発の基礎デ憎4として必要な液体

　　の舳空間に紺る挙動記する黙的デー鯵三冠て喰い…一
〔期待ぎれ’ 髏ｬ果〕噛 @．　　　　　　　．　　　‘　　　　し、∫へ．、．、

　　（科学技術的）　浮遊園舎技術の基礎的知見∴穴凱：．　己’、弓凪，．、

　　（：経：1済1．．．的｛）∴セ※ザ用ガラネ等高純度材料の無容器処理技術

嘩駿置〕液滴マ弓r漸シ・ン潮騒置∴嘱
てテ』ア提案者〕　科学技術庁航空宇庫革術研究所長＼1武㌧田琵　：∵峻、
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MA－18
　温度勾配及び、・超音波定常波のある場における泡．

の挙動の解明

〔目　　的〕　宇宙に澄げる材料製造で必要となる泡の挙動の解明及び脱泡技術

　　　　　　の開発を自ざす。

1〔実験概要〕　無重力下に旧いて冨温度勾配を有する液中及び超音波定常波めあ

　　　　　　る液中に澄ける泡の運動を観測する。昌

ナ
め
○

ヒ

シリコン平等㌦

　　　、麻器’

　　○観測

装置○

二〇8も蒜

＿『 ｰ振動面

0
9
0

「
一
距
離

丁
気
泡
注
入
装
置

○
○

音圧

｝r噛

音圧分布
i定常波）

抜、動　子

〔地⊥の現状ユ・轄でめ棚髄旧庵術醗の基図一タとして腰な泡の

　温度勾配、1及び超音波定常波のある場における挙動に関するデ己タが得ちれ

　　ていない6一．コ洗　P・：▽岬・乞

〔期待される成果〕

　　（科学技術的）　泡の挙動の解明・1…蕗ンご七垣曇’・、

（経済

〔使用：、装置〕　流体物理実験装置∫∴」く’／忌ゴ’㌧＼r

〔テーマ提案者〕科学技術庁航空轄技術研究所長　武田　峻

　　　　　　　　　　　　　　　　r36一．

言

禰く
　
群

ぜ

MA』19
　無重力下での材料製造過程におけるマランゴチ対

流の研究

て目　　的〕　結晶や組織の成長過程に重要な影響を及ぼすと考えられるマラン

　　　　　　ゴニ対流＊を実験1とより検討し、宇宙での材料製造技術へ反映する。

〔実験概要〕　無重力下において、強制的に発生させたマランゴニ対流を観察し、

　　　　　　対流による伝熱の特性に及ぼす影響を調べる。・，

　　　　　　　＊　液体表面の温度分布にようて生じた表面張力の分布によって

　　　　　　　　澄こる対流。　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　，タラ／ゴモ対流実駐装置

試験液体
（シ狩ジ油等〉

N
い
h
日
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、
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嫁
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ノ容器

冷却装置『

怜去1ブ・。ク

1幽

’醗　　♂．デ9～．　　∵：レ∴”6　　・を…：》切篭鰯

⑥，＠　　　．圃■

3

叢編1加灘
、・サ’∵3弟漕0 @3

海里ブロック

｛地上の現状1　宇宙でρシ旦マト・ゾーン三等め材料躯珪茸術闘肇に必要な表

〔テーマ提案者〕　・右川島播嬉同士業株弐会社一技術研究所U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応角突鍾部長　：癩　崎・和ド郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　一37一．
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MA－20
　二種の溶融金属の相互拡散および凝固生成する合

金、化合物の組織と構造

〔目　　的〕　完全性の高い単結晶の成長、均質な化合物、高性能な複合材料の

　　　　　製法に必要な溶融金属類の拡散、結晶成長等のデータを得る。

〔実験概要〕　無重力下に無いて、金と銀またはアルミニウムの二種の純金属棒

　　　　　　を接合した試料を溶解し、一定温度に保持したのち冷却して凝固さ

　　　　　せ、生成合金を解析する。　　　　’

　⑱　醗　薗　幽　鐙　鶴　轡　薗

1轍織灘蝋鷲
醗噛璽噛
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A：　金

B：銀または
　　アルミニウム
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　　　〔地上の重力下〕　き一　・　・lC宇宙の無重力下〕

　　　金属問の比重差により溶け　　’　溶けた金属中には対流は起
　　　た状態で対流が起こり、拡　　　　こらず、拡散現象が正確に

　　廠現象が見えたく囑　＾　’襯測できる。　　　…

〔地上の獄〕対流の存在によ転溶騨態の合傘・化合郷の踊瀦晶成
　長等の正確なデータが得られていないため、結晶組織制御技衛の改善が図ら

　れていない。　　　　　、　　1・　一　　　　　　ピ　　　一　㌦

〔期待される成果〕　　　　　　・、　、　　、、　。　、　　　　　　　∫

　　（科学技術的）

　　（経　済　的）

〔使用装置〕
〔テーマ提案者〕

二種金属の溶融・凝固過桿での合金の生成理論とその実証

結晶綿脚高御田の改善・新合傘の開発・　’
連続加熱型電気炉
科学技術庁金属材料技術研究所長　　中　川　龍　一

　　　　　　一38一
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〔三

三混合合金系の凝固・成長に関する研究

〔実験概要〕

的〕　非混合偏晶系合金＊の凝固・成長機構を解明し、均：質な非混合合

　　金の製造及び組織の制御の研究を行う。　　　一

　　　無重力下に引いて、アルミニウムーインジウム偏晶系合金の溶融、

　　一方向凝固を行いご重力によってかき乱されずに定常状態に近い条

　　件で偏晶系合金を成長させる。

　　　　＊　二回分からなる合金融液を冷却したとき、・二回分の結晶と

　　　　　他成分の融液に分かれるような合金　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　ooo9
愚噛鰺
⑧　　③
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繍藩

　　　　〔地上の重力下〕

　　　　対流や沈降、偏析などのた

　　　　め、比重差の大きい非混合

　　　　合金の均質合金化ができな
　一　　　し（。・

〔地上の現状〕

QOOOOOO
o　ooooooo

ooo　oooooo
O　O　O　OO　O　O　OO

OOOOOOO　OO
OQ　O　O　O　OOO

　OOOOoo
　ooo

QOOOOO　Q　O　O
O　O　O　OOO　OO　O

Oo　oo　oo　oo　o

OOOOOOOOO
ooooooo◎o
◎OO　OOOOQ　O
ooooooooo
ooooooooo
oo　o　ooooo　o
ooo　oooooo

．OOOOOOOQOo　oo　o　o　o　o　o　o

O　O　Q　O　O　O　O　O　O

O　O　O　O　O　O　O　O　Q

o　o　o　o　o　ooo　o

ooooo　o　o　o　o
O　O　O　OO　Q　O　O　O

O　O　O　O　O　O　Q　O　O

OOOOQOOOO
o◎　o　oo　o　o　o　o

または

　00　00　0
0　000　000

0　0　00　00　00　0

0　000　000　00
0　0　0　0　0　0　0　0　0

0　0　0　0　0　　0　0　0　0

0　0　0　0　0　0　0

　◎　O　　O　O　o

　o　　o

ノ

、

て宇宙の無重力下〕

　比重差の六きい非混合合金

　を溶融。凝固させて均質な

　合金をつ，くったり、結晶組

、織の制御ができる。

　　　　　　　対蹄や比重差による沈降のため、溶融状態の偏晶系合金から結

　晶組織が定常状態に澄いて成長しないため」偏晶系合金の凝固成長過程が知
　　られて澄らずぐ有用な特性をもつ偏晶系合金の実用化ができていない。

〔期待される成果〕　●　　　　　　町　　　　　　　　　　←

　　（科学技術的）　非混合偏晶系合金の凝固、成長機構の解男凪
　　（経　済　面）．地上では得られない新しい結晶制御偏晶合歪製造技爾の開

　　　　　　　　発6・　、　　一

〔使用装置〕　　温度勾配型電気炉
〔テーマ提案者〕、．　東京工業大学；工学部教擾、．高橋　恒．未旨．

　　　　　　　　　　　　　　　　一39一
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　無重力条件下における共晶系合金の凝固に関する

研究．

〔目的〕簸力嬉下で共匪系合金＊噸由を行い泊国鳥＊の生成騰

　　　　　　を明らかにするd
｛黙認〕唖錯アルミーウム、亜鉛一鋤建碑金の初晶＊を一端に集め

　　　　　　た金属片歳料として用へ曳綱な撫重力下で灘擬固させ

　　　　　、て初晶の分布を調べる・’　　　　　、，

　　　　　　　　＊　合金融濠を黙る共通の融点以下に冷却すると・その融液が

　　　　　　　　　各成分の結晶に同時に分かれるような置傘を共晶系合金とい

　　　　　　　　　う。毒液から最初に現われる結晶醐晶と硲い・これが融液

　　　　　　　　　中に遊離すると自由晶となる。

　　　　　　　　　　　　　　7　　　自由晶なし　　　　　　　’自由晶
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全く対流が生じない　二表面対流などが生じる

重が諜禦Tl由晶
緩贈爵翻1β濃排卵．

遊泳によるものか判断がで

一きずデ自由晶の生成機構を

解明でぎない。

①三冠纏認場

　　　藻潮麟繍

　　②逆に重力対流以外の対
＼賦　流が生じる場合には、
　　　自由晶を含む凝固組織
　　一が得られる・

・〔地

　　響を門魔す合金融道中の自由晶め生成プゴセヌ：が解明できな鐙プ『め・∴合傘組

　　織の自認1騰で遣る9呪．‘，＼・蛭，＼∴、冠

〔聴講・翻鎚卿旧臣告綴即発

　　　　　　　　　　　　　　　　一40一
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：L：F－1
　生体成分の無重力下での電気泳動法による分離条件

の確認

〔目　的〕糊流や四三によ．三三の影響のな回忌撫脚下で血清蛋

　　　　　　白・各種酵素等の電気捧動分離を行い、地上で行った場合にくらべ

　　　　　　純度及び分離能率が大嬉に高あられることを確かめる。

〔実験概要〕　無重力下で電気泳動法により血清蛋白、各種酵素等生体材料の分

　　　　　離精製を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一試料層
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鶏冠習1 ．

　　　　　　　応力下の電気三韓雌差に樋剥しれや諦の線葦による悪
　　　　　　影響旧く・朧能力拡び処理能力ともに地上よ贈品ナる。

〔地上の現状〕趾での蘇鉄鮒線御、その灘鞍及遡理能力樋

〔期畿論説旧識雛薬騨製にテ面癖用で瓢

　　（科学技術的）聯穆嘩をで唾嘩物ゆ聯及び⑳雛め醐’
　　　　　　　　　　地上で分離精製め困難な活性物質め精製による医薬品あ生産　　（経　済　的）

て三三TT装“置グ電気泳動装置

〔テーマ提案者〕　大阪大学医学部肺手．　黒　田　正　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　一4i＿
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砂L2
〔目的〕綱諦虚による沈降の影響のな噸の無重力下で躰細

　　ザ，抱磁気繭画幅行囚地上衝ら回合にぐらべ・純度及び分

　　　　　　離能率が大幅に高められるごとを確かあるざ

〔実騨要〕＿鮭力下で電気濾潔より響町継の耀精製を行う・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料，■

ラ＝り＝ラ面＝電気泳動による細即9：）翁離’
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〔地上の現状〕各干物の生ぎそ顧まの二瀬の純粋な状態一の鎌は・

電気泳動灘る瑚ミ駅諏いる碗騨概処理能力が地

≠で腓常嘩⑳騨鱒玲解1・
〔期待される成＝果ゴ

∫（科轍葡》細胞生1瞠鍔爾準旧説翻

・て絡納）概論だ細脚糊粘笹

　　　　　　　　　　　　　　　で社

∫

・1ZF』3 無重力を利用もた酵素め結晶成長

〔目　　的〕　酵素の構造や物性の解析のために酵素蛋白質の大型単結晶を作製

　　　　　　ナる6　　・　∴∴』ゴ∵　芦’：・♂暫

t〔実鹸概要：〕ピ回読や沈降みなら無重力下で、解素蛋白質の純粋な夫型単結晶を

　　　　　　‘作製ナる。£・

　　　灘素海♂　口　　軌　舗を行…う・

1『

z湯混合　期llン、

　　　　　　　　タ臥一　　　　　〔無重力下〕

　　　　　　　　　　　　　　結晶が沈澱しないため

・　　　　　　／燭静陣卸町∵、　　　一、、．

C地王め現状〕ご地上では対流や沈降のため微小な酵素単結晶しか得られず、精

　　　　　　　密な構造解析が行えない。ピこめため酵素の機能改良亭人工合成が

　　　　　　　でぎない。

瑚樫蝶蝿！＿㌃ll馬…＿．＿」：．，
　　（科学技術的）酵素の化学軸廟rよ瞬灘勤弁職嚇

　　（経済的）酵素の構鱈壁蕪酵飛㌘ツ姿㍑、

〔使胆羅〕馬韓キ沙＿、．、「

〔テーマ提案者〕　京都大学∫食糧科学研究所教授　　森　田三三

一一f4き3一
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　哺乳類培養細胞ρ超微構造と機能に及ぼす無重力の

影響に関する研究

〔目的〕培蜘胞の容隊付欝の翻に澄ける動の羅を回する・

．〔実三三〕細胞内の凹凹や微づ・繊糸鱒の超弓造は細胞の機能・翻1こ

　　　　　　関係が深い。これら超微構造の働きを、無重力下で細胞を培養容器

　　　　　　内に浮図さ7せ、観察することに串玖細㌍運動との関係を調べる・

単層培養細胞

サル腎由来細胞抹JTC－12

一→、

〔地上の重力下〕

、。トリプシン処理による細胞の浮遊化

・37℃で培養
。顕微鏡写真撮影

・．細胞固定

　　〔宇宙の無重力下〕

〔地上の現状〕　高等動物の細施あ進動に射ナる重力の影響は地上実験だけでは

　　　　　　醐できない。三田団団酪羅に備する機構が解明で

　　　　　　　ぎないため、，大量細胞培養が極め七困難である。

〔期待される成果〕

，（糊術雨脚欝脚励岬断裂尊翁曜の

〔使畢装置湘鰐騨絆、

〔テーマ提案考〕東京医科齢大学齢高教二一佐藤温重

r」44一

3

禰劇

醜

「：L：F－5 骨と軟骨の発生と成環に及ぼす無重力の影響．

〔目　　的〕　無重力状態が骨形成などにどのような影響を与えるかを調べる。

〔実験概要〕▽無重力下に澄レ｝て、ニワトリの受精卵をフ化し、骨細胞の分化機能

　　　　　　とその調節凶三三ズみκ及ぼす無重力の影響を調べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔鶏の受精卵〕

　　　　　畑一働磯問瀬一雄∴膜
　　　　　　　　6日令　　　、→」．13・日照、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊膜
　　　　　　　　；1；；一三ゴ1影㌘1、、’∫幽憲，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ
　　　　　　　　12　　〃　　　　　　　→　　　19　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二：一

　　　　　　　　ユ4㌧∴→フイ頃匹’㌣　　卵黄

　　　　繍瑠：瞬鰍9＼▼r’L一一川耀

　　　　四部）地＼：昇灘嬬ビタミめ代諭：，

　　　　　　　　　　　　●漿尿膜に灘けるカ々シウみ結合三白の消長

〔地上の現状〕　宇宙飛行に伴って入や動物の骨組織の劣弱北ρ症状が現やれる

　㌣カ1あρ適三諦暉の⑳唯塵六四の融r腰回三一タ
　　は地上では得ることはぞきない。

〔期待される成果〕

　　（科学三三）カルジウム棚あ生イヒ学み嚇壽舷磁ご回る形態学

　　　　　　　　　分辱の推進・祀・三∴1∴・二・ご二＼・

　　（経　済　的）一宇宙生活1ご溢け・る骨組織劣弱花への対応棄：㍉

〔使∫用．装　置〕こ卵ラック及び保温カバー

〔テーマ提案者コ　昭和大学歯学部　教授　　須　田　立’雄

　　　　　　　　　　　　　　　　÷457
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二L：F－6
　　　＊gZE　診よび宇宙放射線の遺伝的影響

〔目・的〕生物に対する宇宙放論の遺伝的影響を解明する・

誕実験概要〕　宇宙船内た到達する放射線にジョゥジゴヴ六エのタマゴ・幼虫澄

　　　　　　よび成虫をさらし、放射線の影響、・どくに遣伝的影響を調べる。

　　　　　　　　＊　高エネルギ，重粒子の宇宙放射線

卵入＃ル

幼虫入セノヒ

成卑入セ～ヒ

低温保持装置（18℃）　’　㌧　　畠

の醜い輪 　　培

n～

鍵声問｝遺伝的変化を調べる・

放射線量計

〔地上め冠羽ジ宇宙飛御こ燗や二三噸干ネル種粒子の宇宙放

　　　　　　　射線の生物体に上階幡羅戦嶋響誌上宰験のみでは

　　　　　　　醐遡¢カ1でき華墨∫琳で米人轄濁の粉罐
　　　　　　　康安全対策が図れ｝亡恥ない8；・・

／〔鵬禎る成果プー∴’冒ゼ』Tい 辯e

　　庸技葡ゲ宇論縫晦響紳殉記田難
　　　　　　　　　物学・’医学珊の雛一　　1・一志．，．

　　寝（三障，的！＼圃線描1為撫物ρン鞭郷鱒芦、．囎・・

1使「用　装“置〕　放射線照射コンテナ、放鮒1線心計尋

〔テーマ提案者・〕・，、・京都法学づ故面素生物研究胸ン：タt一　ジ・＼　≧：一

　　　　　　　　　　　　　　　∵∵1∴こし慰でご三三『…、’池亭永｝満“・生

・論46一

」

　禰三

下

・：L：F－7
　宇宙放射線の生物への影響の検討と宇宙飛行士の放

射線防御対策の開発

〔目　　的〕　宇宙放射線の生物に対する影響を調べ、宇宙飛行士の安全対策を

　　　　　開発するため⑳基礎デ憎タを取得する。．、

〔実験概要〕　宇宙船内に到達する放射線に大酔∴誤報等ξヒ物試料をさらし、宇

　　　　　声放射線の影響を調べる◎

プラスチック材料

CR－39

フッ化リチウム

O　　　OOO　　　　　O

　結晶板

ｴ子核乾板

ﾍ草菌胞子

¥卵

0　　0・’0　　　σ噛

、一ρ

〃

生物試料

i大豆陛

毒虫騰耀｝綿響町べる．

〔地上の現状〕”『 搨?厲ﾋ線め溢よぼす宇宙癖行士べの健康上の影響、特に遺伝

　’・的影響については乱地上実験のみでは解明でぎないため＼人間の宇宙活動の

　　・ための健康安全策が確立じてレ∫・ない。．・叩く．㍉、∫、∵三・運㌧∴㌧　じ、19，＿、

で1〔期待ざれる成果〕．，～　評「ジ＼｛㌧∴ゼll～層㍗㌧∵’、・∵・㌧∴痘『，・、．

　　（科学技術的）　放射線生物学分野の推進．：・』・・∵∫：・ン1∴∵「ミ・・』㌦、、

　　C経　済　的）　宇宙生活に澄ける宇宙放射線の防御に対ずる基礎デ」タ1

〔使』 p㌧装づ置〕じ、応射線照射コ．：ンデナ謡放射線量地

〔テL々提案さ者〕：宇宙開発事業厨∴スペトスシ陛下ル利用推進室長、｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・訟『・：　．、1：松∫本1÷・…夫～

一47一
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1

L：F－8
アカパンカビを用炉た概日性リズムの研究、

〔目的〕生前蜘性リズムてほぼ2塒間を凋期としたリズム）に対

　　　　　　する重力’の影響を調べる。、

〔実験概要〕趾では胞子の形成に概日性リズムを示すアカパンカビ撫重力．

　　　　　　下で培養し、重力の影響を調べる。・－

、
　
　
0
◎

　
　
、
Q
g

　
O
Q
8
（

魏
噸
贈0

0
6
0
0
邑

　
¶
0
2
（

ノ
　
　
o
o
（

アカづンカビの

胞子バンド、

’　＼
　　綿弓

。

↑　〔カビ成蜘辱
培養スタート地点一菌糸成育方向

寒天培地

　　　　　　　　　　（地上では1－1は約i日づ

　　　　　　　　　　　毒灘羅マ皐灘問鰍較．

〔地上の現状〕燗を含め姓物の生理現象カミ示す照性リズムの発生原因の

　　うち、重力等の外的要因の羅についての基礎データは・趾実験のみでは

　　得ることがで獣欧め同日性リズムの発生機構の鰯並びにそめ応用技

　　術の開発が進められていない』’一

〔期待される成果〕’

　　（科学技術的）　生物の三日性リズム発生機構に関する基本的知見．

　　（経済・諭三差ボケ二三方法ご植物栽培技術への応貯一一弓

〔1使・用5装畳〕　カビ成長箱

〔テーマ提案者〕　東京大学理学部助教授　　三　好　泰　博

一48一

禰三

三
感
．

L：F－9

〔目

搭乗者の内分泌系の反応及び代謝変化

〔実験概要〕

的〕　宇宙飛行士の健康保持対策に関する基礎データを得るため、重力

　　変化に対する代謝の変化を観察し、内分泌系の反応を調べる。P

　　　内分泌代謝機能へ及ぼす重力変化の影響を、搭乗者の尿中及び血

　　中の請成夢を採取し・そρ代謝・リメムの変化を観察することによっ

　　て調べる。

　
（
1
週
間
）

打
上
げ
前

一

　
　
（
－
週
間
）

宇
宙
飛
行
三

一

（1）尿中の排セツ成分の測定

　　尿量、浸透年、ナトリウム、カリウム、

　カルシウみ、一一一一三一

　アドレナリン、その他

（2）血中

　　ヘマトクリット、浸透圧、ナトリウム、

　カリ1ウーム、カルシウム竃一一一一一一一一

　各種ホルモン

「（3）水み摂取量の測定・

　　　　　　　1紬

〔地上の現状ン　宇宙飛行時の重力変イビに伴って生ずるカルシウム代謝異常等の

　　生理変化趨るが・生体の聯変化（とくに重力変化）髄応ずる際の内分

秘系回雪が鯛でき飾静たφ・袖、飛行考雌煉麹裸が確立でき
　　ない。

〔期待される威果〕

　　（科学技術的）　無重力下でのヒトめホルモン分泌代謝ザズムゐ変死の義歯

　　（経　済　的）’宇宙飛行士め健康対策ピ

〔使用装置〕　採尿装置ζ尿モニタリングシヌデム

〔テーマ提案者〕　名古屋大学環境冷点研究所教論意　井信夫

　　　　　　　　　　　　　　　　一49一
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1、F－10
　無重力順応過程における視7前庭性姿勢・運動制ゴ

御の研究

〔目　的〕姿勢、蓮動制御磯ける前庭機倉旨の役割を醐することにより・

　　　　　　宇宙酔の解明に役立てる。嘔　　♂’

・僕験巌ジ麟鯉及び前庭続摘出し鯉翻い清洲響動齢こさせ
　　　　　　て、その行動と、行動時の小脳活動とを記録し漁重力への適応に

　　　　　　∵ら卿闘　総噸過程翻

．・

姦、 勘

も。藩鐵馨
！／　　動記録を得る。

趾対職眺継力賜一下上再適応実験

〔趾の現状〕宇宙飛行時に起きる「宇宙酔」は 闡ﾋ動にとって大ぎな

　　障害とな礁その原因として視覚一前庭性姿勢遡脚異常が挙げr

　　れる。地上め重力下では㍉その前庭の機能を切り離して実験できないため、．

　　惇麟」の原因が醐できず∴そめ対策法が確立していない・∴墨‘1二

階灘翻1∴1　謡1漏詠み諭繭滋

　　（経済的）宇麟の予防手段の開発『　酒、恥拶燕；、
嘩一馬、筆揖λ回想倉旨睾騨置続一…．

〔テー糠者 謦囃嚮D∵r幣∴㌔賦注

　　　　　　　　　　　　　　　　一50一

犠三

三8マ

：L：F－11 宇宙空間における視覚安定性の研究

〔目　　的〕　宇宙酔の原因の1つとして挙げられる「視空間の安定性」への無

　　　　　・重方の影響を解明する。ゴ「，．、．

〔実験概要〕　無重力下に恐いて、、、搭乗者に十字形に配した光源の点滅を目で追

　　　　　わせ∵眼球運動を記録麦る6
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、こ　　　　　　．髄曽一＼9㌶一’、・圃1・・十字形に配した5個の米源¢）点球を目で追回　．．＿、．

曇㍗、・，∵＼．∴・，．．ゼ、弟眼振軍嘩言曝残る・民　　．．、

　　　　　　　　　　　　幽照姦重鷹鍛羅勢讃寸義殉．

讐饗二二糊麓甥誘｝』τ二二二二庭
　　間の安定性」への無重力の影響を解明する必要があるも1そのための無重力実

・験は堆亀で、！胚鮪旨であ、る・．，一ぐ記一1献・．漏壷∵∵㌃，罷

〔騨謙翻濠謡み諭解嶋・罷識、・．
　　lll経済：ご的う　宇宙酔め茅防手金あ開発；1ゼ獄：∴累　：徳啓鋭あ一・ご凱

〔使　用　装　置〕　刺激信号制御装置、身体機能測定装置

〔テーマ提案者〕　愛知学院大学文学部教授　　苧，阪　良　二

　　　　　　　　　　　　　　　　’・㌶5・1一
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：L：F－12
無重力環境での知覚一動作機能の研究
　　　「手動制御特性の研究」

〔目　　的〕　無重力環：境が人間の手動制御特性に及ぼす影響を解明し、宇宙に

　　　　　・．おける手動制御系の設計』評価のための基礎データを取得する。’

〔実験概要〕　宇宙の無重力下において人間が手動制御シヌテムを操作すること

　　　　　　によ・り制御能力のデータを得る。・

シメテム

目標値、

》』褐 一一一一一一一一一…一一一一
K〉

ディス

奮’
斜
．

プレイ

心　6＞
　　　ノん　　ご　　　　　ノ

’（：坐う

ゲィズプレー中の横棒を

　耳角印の位置から‡下に

…離れな硲よう桿を動かす。

横棒を上下にずらす信号を出す 桿

地上対照実験→無重力実験→地上再適応実験

〔地上の現状〕』無重力下に謡いては人間め中枢による筋骨系の運動機能が三一上

ρ重力下ζは異なつで！碑隊rμる傭重力下に聯燗の手

　　動制御特性のデータは得熱趣・＿，一・、

ll灘翻宇諒細図の騨湯田卿究，
　　　　　　　　　明。、j・『　㌦ノ　∵

　　（経済的）宇宙の燗活動細る嫡」薇卿調騨略
〔使用装置〕轍信号制徽臥身体櫟鰍樺置恐い、
〔テごマ提案者〕’ ﾈ学技術庁髄空宇宙技術研霜所長　　武・旺、　＼、峻．

一52・一

醜

参考（2） 実験装置の概要

一53一
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H　主要実験装置の概要

①連続加熱型電気炉

試料カートリッジ

@ゐ　｝　㊤「

@　　　　朧　　｝　　　　灘　丁一　　　　　　偲’

@　　⑪ノ鷹　　　　　　　影

○　冷却室i

@　準備室1

E　　、趨　　　　　　　　〕9　　．

C〔・‘

@．く@　　茄熱室　　　　　　　　　摯

A＼

@水冷ジャケット

②　高温加圧型電気炉

加圧機構　　　　断熱材．、
纏騒r）．／（タンタ・吻イル）℃

一φ一

　連続加熱型電気炉は、同時に2個

の試料を加熱、溶解、圃 ﾃ固させると

ともに試料を連続処理できる装置で

ある。

　また、試料カートリッジに撮牛機

∫構を付加させることにより、試料の

境拝ができる6・．

欝欝．
　最高温度∫

∫試料寸法

℃rタ入力（最大）

試料カートリッジ

重　　量「

1300〔℃〕

10φ×50〔㎜〕

400〔W〕×

　　．、．｝2〔室〕

σ』OKg’L幽

高塩加圧型敢炉は・一比較的大き

．三塁を比鱒離で加熱諮謝
・1ることT ｪでき、じまた、試料カートリ

『疲にガ越年概付加す紋羽干

．り試料の蜘圧ができるρ♂’一…　

一5’8一

’基本仕様・・：．

．・ ��c　1600〔℃〕’辱

迦卑勲諺　1〔MPa〕

ヨ轡禦30φ×11篇〕

、蚤諭墜11：謙1

　隔「重…一量　’　　　62Kg

囎

袖寸寸
q

③温度勾配型電気炉　　　　温度勾配塑電気炉は、加熱部で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料を加熱、溶融し、温度勾配部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒータ入力（最大）800〔W〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重　　量’　　　61Kg

④F，イメージ炉

溶融部分　　○
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／光！． 6．
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ハロゲン

◎
ランプ

@　　，O
「艦

◎　　○
　○

騨1：

　　　　ぼ↓幽（炉）

’幽59一

　イメ1亨ジ炉ぱ、：・帯溶融法による

、，結昂奮母実験等を行う葬置であり・

調堺棚型矧卸脱硫に
置かれ加熱’される。

　また、試料が上下そ正逆回転す

ることによ1り》．試料の撹拝が期待

できるご

基本仕様ゴ1：㍉

　最高温度　　3；2∫100〔℃〕

　　　　　　　《4㎞mφの試料）

　試料寸法　　　　20φ×160〔㎜〕

　ランフスカ（最大）5QO〔W〕×2

　重　　量　　　　80Kg
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　本装置は、荷電状態の差異を利用し生体試料（タシ六ク質1細三三うを電

場において連続的にみ離す為もゐである。

・！ 茁�F力切昧カシ・欝気泳動一け
・泳動部・i三栖i『6てゴ録6噛弦而妬言：ぐb＞）伽：・1
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　　　　　・∵冷芸膳一匹二二、富一逐墾、

　冷却部齢部（面～∵濠郵2面卵㌣

　　重量∴β晦＿＿寵，恐腔烈翌㌶1ゴ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　：二617
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参考（3）
第一次選定基準 選　定　基　準　細　目

第一次選定，基準及び細目

第一次選定基準

a　宇宙実験の成果

から大きな科三曲、

技術的効果が期待

　されること。

b　実験テーマの提

案者が地上に澄け

　る予備実験、宇宙

実験m実験後
　の解析等を実施す

　る技術的能力塗布．

　すること。

選　定　基　準『細　目

①轄空間の雛岬職・かつ轡型験にくらべて・

　目的を達成する手段ζしそ効果がある実験であること・

②、，独創性がある実験であること・

③四望働擁磯聯こと・
④緬が明確吻廻二一ンテーシヨ阻め

よ麻れ興野るrと・’

⑤掬騨繋る闘えられる実験であること・

⑥脚騨噸嘩略与する実験であること0

①地上剛蘇鰍騨解榊よび回収試料に

ついて 旧緕ﾀ験を行う能即していること・

②宇宙実験中に得られたデータを解析し、かつ、研究報

　告をまとφる能力を有して矯ること。、

魯　
く
斜

。　共通の実験装置

　を使用して実験ゆゴ

可能なこと。これ

以外の特殊な実験

装置を必要とする

実験テーマに：つい

てはその装置の開

発の見通しがあり、

かつ、容量、使用

電力等がスペース

ラブ使用部分の制

限範囲内であるこ

と。

①主要な実験装置として共通実験装置を使用する実験で

　あることる『

②主要な実験装琶として共通実験装置を使用する実験で

あっても・霞三等の使南・・ターンが他の実験を圧迫しな

　い実験である’こと。

　　1）電力等

　　皿）使用状温、

③主要な実験装置どして共通実験装置を使用するが、共

　通実験装置の改修を必要とナる実験の場合は・その改修i

　が日程い費用及び技術等の点で無理がなく、かつ、電力i

　が許容範囲内のものであるとと。

　　1）1放修め場合の開莞日程

H）改修の費用一

班）改修の技術的難易性

W）も「使用田力・

’V）熱’除去∴

③　宇宙実験を実施する琴際して・引声開発事業嗣及び琴 鞠
VI）換排気』

国警宇鹸INへSA）と賜鷲旧師いうる撒 靱）物理的形状（寸怯う・

能力及び語学能力を有していること。 皿〉物理的形状て重量う〆

④原則として・実験テ7ア喋案都恥テ÷マの提案 K）その他搭載性
ひ

・＠　主要友実鹸装置：としそ～塘殊実験装置を使用ずる実験

きること，ただし・担当で暫繋るζとが予想される 一三D場合、・・そあ必要とする特秩実験装豊は技術的に開莞の

場合は・適当な後継考が予定1さμて玲ること。 めど参た（ケそ・お’り・ボカ・づ、・開発に要ナる日数、ご養用及び

⑤三脚「禰担績陣故里る搬・二二㌍当で　　　　　　　　　　　、
搭載性に無固め四仏も（わであるごと6ご　　　　　　　　　　　　　　　1

きる共同研究者がいること。 、、　　　　　　　：←“∵ 1）∴開発ゐ見通’じじ、　　　　　　＿

一62一

、　　‘　φ　臨、　　　　　吟

一63一



第一次選定基準

d　宇宙実験の実施

　に当って安全上問

　題がなく、かつ、

　環境を汚染する訂

　能性がないこと。、

ρ・．・三三πア三三

．考嬉㍉テ、でマζ関ジ

・：する研究三三塗有1

　し、，かつ、地上にご

　．おけろ予備実験三

選　定　基　準　細　目

①．開綿・製作に、要する朝間．（日程）

皿）費用（開発費が提案者の負担ρ場合との項除外）

．W）開発の技術的難易性、

y）・使用電力

　　　ピ　一　ク

　　　平常時6、

　　　全使雪年、’㌧．、

四D．熱1降去ン

ゆ拠捗気
珊）暦勿理的具状（寸法）、、

砂，物琿的形状（重章）㌧、

．琴》、案騨・デー～処翠要求・

刃）そ碓緯甑滋．、

①米国航空報局撫叫本部郵S・f・tyP・li一：

　・y・nd　R・qul・e甲・填・ギ9ゴp・yl・ads髄u・ing　th・l

Spac6　T・aゆ・r；‡頭・ρ1∫Sy・t・m”に記載されてい1

る安全糠薄絹齢する三脚あるとと・

②安全に関する周回洗を導回した実験であること・

ρ・・騨7麟都殉実記の実績があることli

・像飾罫下図臓回するrとをいうの

夙D頻働実翻究力灘学協会等で過去降いて発表

　　♂庫れて．誇るζと飢∴・，，．・，．

　　の　類似Q実験華車が機関㌍で過牽にお玲で発表されてi

二64＿

　璽㊧

腰爵

第一次選定基準

の資金負担能力が・

あること。

f　その他必要と考

えられる事項

選　定　基　準　細　目

　　　いること。、

　　皿）類似の実論究縛門家の間で過去臨いて認め，ら

　　　、れてお・り、・かつ、括発な研究が行われていること。

②実験テ三々提案者は＼必要に応じて予備実験または理

　論解析ないしは、その両方を行うにあたり、その資金負

担能力があ1るこど・（資論証9㍗とは以下の囎に該

　漏するこどをいう。）

　　1）予備実験等に所要の経費が確保されていること・

　　∬）、機関申に澄いズ提案されたテーマが研究テーマと

　　　’してすでに認めちれ、かつ、1所要の経費が確保され

　　　ているこ、と。’

　　　（1もしくはHのいずれかに該当すればよい。）

　　璽）提案されたテーマが選考された後、機関内の研究

　　　テ「ヌとして認めちれ、か？、所要の経費を確保で

　　　きる可能性が高いも㊧。

①搭乗科学技術者（以下「P、S」と称する）による操作

　時間ができる限り短かく、他の実験の操作時間を圧迫し

な嘆験で婦ことρ

②PSによる操作が：P『の墨田作業時間内に終了する実

　験であること。

⑥ps醐聯・かつ融に専門的な群技術を
　要求しない実験であること・

④原則とレて同時に2人以上のPSの手を必要としない

　実験ぞあること。

ヴβ5．7



第一次選定基準 選　定　基　準　細　目

⑤　試料の入手に著しい困難の伴わない実験であること。

⑥特殊な軌道、姿勢等玄ペースシャトルの運航に、特殊

　な条件を必要としない実験であること。

⑦打上げ前、着陸後の試料積込み、積み澄うし等に、特

　殊な装置を必要としない実験であること。

　くただし、評価は実験装置に準じて行う。）

⑧打上げ直前、上昇中～帰還中に電力、排熱を要しない’

　実験であるこど。

　・（ただし、キャゼ・ソ内に搭載する小型のものは除く。）

⑨我が国のスペごスジャ．トル利用システムの開発に効果

　がある実験である之と。

』β右幽

醒㊧

三一

参考（4）

第二深選定基準及び細目

第二次選定基準 選定基準細目
a．予備実験の結果、実』①　予備実験ゐ結果から以下の事項について確実；

験装置の開禿状況等か　　とならている＝こと。・

　ら判断して宇宙実験を　　④　宇宙実験方法が明確化されており、FMP；

実施し得る見通しが確　　　丁宇宙箋験実施上問題がないこと。

実であり、かつ、実験’◎一学宙実験結果を評価しうるデータの蓄積が・

成果が期待さ一 黷驍ﾆと。　　豪きれてい為か蓄積が確実視されていること。

　　　　　　　　　　　　0『宇密実験結果で確実に成果が得られるとい：

　　　　　　　　　　　　　　う裏付けがあること。

　　　　　　　　　　　②　実験装置等の早発状況から以下の事項につい1

　　　　　　　　　　　　て皆実となつでbるとと。

　　　　　　　　　　　　④r当該鍛デ雫実施する田野置を開発i

　　　　　　　　　　　　一する上ぞ見通しが得られていること・

　　　　　　　　　　　　◎当該総門をFM贈ヤトル騰験；

　　　　　　　　　　　　　射た搭載する上で悶題点が旧いこと。（物理i

　　　　　　　　　　　　　的、一電気的▽機械的等）

b．宇宙実験に必要とざ

れる誠級醐回した

特殊実験装置の仕様吾

　取扱い説明書等を指定

する期日までに準備で

　きること。

6宇鹸墨画要とされる試料を指定す瑚日：

，、略議によマ螺姉）．鶴に韓で騒ζ

　と。

②試作した特殊実験装置の仕様書、取扱い説明

　高等を59年度中頃までに準備できること。

一67一
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第二次選定基準

。．その他必要と考えら

れる事項

選　　定　基　　準　　細　　目

①搭載同等に関し、以下の面において問題がな

　いこと。

⑳ろペース涯トル／ズペースラブ借用規模

　　との適合性ρ面

　㊥　リソースの面

⑱筆全性の面

　く∋　特殊な実験票求め面

②郭案験の聯騨を考慮購各分野三

州展にとρて腿下ρ押脚て重要旗一歩：

　と、捻る～≒と。、

　④　案験三二の面，，

　＠・実験手法の画

　0　実験装置の面

　㊥＼芸舜技術（ρ面

③撒テニマの代記者力灘の研究者’テ
G

で等と鋤を聯がら報実験の準備峨

蘇駄獅後解析を遂行で軽こと・

　④　全期間を通じて研究を遂行できること。

一68一一

⑳麟

愚爾

参考（5）

　　　　第一次材料実験テーマ選定特別部会の設置について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和54年12月12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド宇，宙甲発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　・　　定

　宇宙開発委員会は、スペーズシギドルを用仏た第一次材料実

験の円滑総数に資す猛獣・「部会の…輝等について」（昭

和53 N5月34壁宙醗委幹決定）1喫の（1）碇める

特別部会と櫓第ブ材盤騨「マ齪特別部会を設置す

るr．『部会麻㌧下部に干玖調査審議を行う。．，

　　　　　　　　　　　　　　　　記

、賑審辞項

　　怒で瓶ト1セを糊，略三冠料鶏の実騨一

　　マの選定に関すること。気

ゑ審瞬間　　　．一
　　　1・の実脚「マの選騨r呼は・その第マ腿定を卿

　　5、5禦膳部鋒r≒㌍塗とする・一＼姶等次齪

につ匠は噸嘩郷叫て行う㊥ζすや・
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参考（6）

第一次材料実験テーマ選定特別部会構成員

　　　　　　　　　　　　　（第二次選定時）

部会長　斎　藤　進「六　長岡技術科学大学長

専門委員　大　澤　弘　之　宇宙開発事業団副理事長
　　　　　（昭和与9年6月まで）

　　　　，園＿山＿重道　　同　上
　　　　　（昭和59年6月から）

　　　　　管　　　孝　勇　帝京大学薬学部長

　　　　　神　戸て博太郎　群馬大学工学部教授

　　　　　後　藤L　優　科学技術庁無機材質研究所長

　　　　　鈴木郁生厚生省国立衛生試験所長

　　　　　武　田　　　峻　科学技術庁航空宇宙技術研究所長

　　　　　藤　堂　尚　之　通商産業省工業技術院化学技術研
　　　　　　　　　　　　　究所長　1＼

　　　　　中　川　龍　一　科学技術金属材料技術研究所長

　　　　　難　波　　　進　大阪大学基礎工学部教授

　　　　　西工翼果’則京都大学工学部教授

　　　　　堀『内＼　良　文部省宇宙科学研究所教授

　　　　　武　藤　義　一’三宝工業大学長’

　　　　　山　川　民　夫　東京都臨床医学総合研究所長

　　　　　渡　辺　　　浩　東北大学名誉教授

一70一
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三
冒

参考⑦

第一次材料実験テニマ選定特別部会における

第二次選定の審議の進め方、

甲和59年6月5回
転＝吹材料実験
テーマ選定蒔別部会

　当部会は、「第一一次材料実験テーマ選定砦別蔀会め設置につ

いて∫紹和54年・2月・‘2日宇宙開発委員会決定）に基づ

　　　（1）実験テーマ選定のための評価

　　　（2）実験テーマの選定

　　　（3）その他必要と考えられる事項

2．選定対象テーマ

　　第二次選定においては、第一次で選定された62テーマ及

　び科学技術振興調整費の課題「無重力環境を利用した新材料

　の創製に関する研究」において実験が進められてきたテーマ

　（第一次で選定されたものを除く12テーマ）を対象に選定

　を行う。

ま　選定1デニマ数

　　第二次選定により、約30テーマを選定するび

　　　　　　　　　　　　　一71一



4．第二次選定基準

　　実験テーマの第二次選定は、宇宙開発委員会第二部会報告

　書「スペースシャトルの利用の推進について」に示された基

　準によるものとし、その細目は別に定める。

　　なお、’科学技術振興調整費による前記12テーマについて

　は、第一次選定基準及び第二次選定基準の双方に照らし選定

　を行うものとする。

5．審議スケジュール

　　（1）第三回部会　　昭和59年6月5日（火）

　　（2）第四回部会　　昭和5、9年6月21日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　（3）第五回部会　　昭和59年7月上旬～中旬

注）第五回部会は、昭和59年7，月24日（火）に開催した。

一72一
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参考（8）

第一次材料実験（FMPT）について

1．　目　　的

　　スペースシャトルに我が国の科学技術者が搭乗し、宇宙空

間の特性を利用した材料実験等を行うことを目的とする。

　　ρ纈や均簸の高い材粧選の結晶等カミ得ら三新

　　工材料の創製等を目指した各種実験ができる。

　　・一有人宇宙飛行のためる技術の習得参できる。

2　打　上　げ

（1）時　　　期　　昭和62年度、

（2）輸送機　スペごスシャトル

3．プロジェクトの概要．

（1）軌　　　道　　円軌道

　　　　　　　　　高度　約300㎞

（2）実験期間　　約7日間

（3）実験テーマ　’材料実験及びライフサイエンス実験

　　　　　　　　　　　34デーマ

（4）主な実験装置　　（例）　各種電気炉、イメージ炉、

　　　　　　　　　　　　　　電気泳動装置等

一73一
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